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一　

序
論

　

１　

本
研
究
の
目
的

本
稿
著
者
の
一
人
（
片
口
）
は
教
育
学
部
美
術
科
と
特
別
支
援
学
校
と
の
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
１
）

の
一
部
と
し
て
、
教
育
学
部
学
生
と
支
援
学
校
生
徒
が
郵
送
を
介

し
て
絵
画
に
加
筆
し
合
う
「
つ
な
が
る
ア
ー
ト
」
を
実
践
し
た
。
教
育
学
部
学
生

も
支
援
学
校
生
徒
も
生
き
生
き
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。
本
研
究
は
①
学
生
と
生
徒

の
生
動
性
を
軸
に
本
実
践
の
教
育
的
有
効
性
を
検
証
す
る
。
②
本
実
践
は
経
済
人

類
学
で
言
う
「
沈
黙
交
易
」
や
「
贈
与
交
換
」
に
類
似
し
て
い
た
。
本
実
践
の
生

動
性
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
概
念
に
よ
る
解
釈
可
能
性
を
検
討
す
る
。
③
美
術
教

育
方
法
論
一
般
に
ま
で
「
沈
黙
交
易
」
や
「
贈
与
交
換
」
概
念
に
よ
る
解
釈
が
適

用
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

本
実
践
は
、
茨
城
県
立
北
茨
城
特
別
支
援
学
校
中
学
部
一
年
生
（
知
的
障
害
）

と
茨
城
大
学
教
育
学
部
美
術
科
学
生
が
作
品
の
完
成
ま
で
互
い
が
誰
か
を
明
ら
か

に
し
な
い
で
、
作
品
に
交
互
に
描
き
込
み
を
し
て
数
度
の
郵
送
を
介
し
て
交
換

し
、
そ
の
過
程
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

沈
黙
交
易
（
無
言
貿
易
）
と
は
市
場
が
出
現
す
る
は
る
か
以
前
の
原
始
時
代

に
、
交
易
す
る
双
方
が
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
な
く
、
時
に
は
姿
も
見
ら
れ
な
い
よ

う
に
し
て
特
定
の
場
所
に
物
を
置
い
て
交
換
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
世
界
各
地

に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
図
ら
ず
も
、
今
回
の
実
践
と
似
て
い
た
。

贈
与
交
換
は
、
文
字
通
り
に
解
釈
す
れ
ば
贈
与
は
無
償
の
行
為
で
あ
り
、
贈
与

に
反
対
給
付
（
お
返
し
）
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
贈
与
交
換
と
な
る
。
市
場
経
済
と

は
別
な
も
の
で
今
日
で
も
存
在
す
る
。
こ
の
贈
与
交
換
は
単
な
る
功
利
的
経
済
活

動
や
市
場
や
貨
幣
に
よ
る
等
価
交
換
と
は
違
い
、
貨
幣
や
物
の
獲
得
が
目
的
で
は

な
く
、
社
会
的
、
精
神
的
目
的
を
も
つ
。
お
中
元
、
お
歳
暮
、
年
賀
状
等
を
考
え

る
と
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
。
精
神
の
活
性
化
、
社
会
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
平

和
関
係
を
創
出
す
る
機
能
を
も
つ
と
さ
れ
る
。

　

２　

先
行
研
究

（
1
） 

特
別
支
援
学
校
生
徒
と
大
学
生
が
関
わ
る
実
践
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
為
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今

回
の
よ
う
な
互
い
に
誰
か
知
ら
せ
ず
に
作
品
過
程
を
交
換
し
合
う
実
践
の

報
告
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
2
） 

美
術
教
育
と
沈
黙
交
易
や
贈
与
交
換
と
い
っ
た
経
済
人
類
学
の
概
念
と
の

関
係
を
論
じ
た
研
究
も
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、
以
下
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
実
践
報
告
は
、
贈
与
体
験
と
し
て
の
意
義
に
ふ
れ
て
い
る
。

　
　
　

 

宮
元
博
章
・
他
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
聴
く
・
創
る
・
贈
る
』
の
開
発
と

実
践―

「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
践
論
」
の
一
事
例
と
し
て
」『
兵

庫
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
四
五
、二
〇
一
四
年
、
九
〜
一
八
頁
。

　
　
　

 

そ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
は
片
口
の
実
践
と
は
違
う
も
の
の
、
矢
野

智
司
『
贈
与
と
交
換
の
教
育
学
』（
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
し
て
「
溶
解

体
験
」「
贈
与
体
験
」
と
し
て
の
意
義
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
実
践
が
「
自

己
表
現
で
な
い
点
」「
自
己
の
主
張
の
表
出
と
は
違
う
創
作
活
動
を
媒
介

と
す
る
」
と
い
っ
た
記
述
も
、
新
た
な
美
術
教
育
の
方
向
を
示
唆
し
て
い

る
。

（
3
） 
美
術
や
教
育
一
般
に
ま
で
範
囲
を
広
げ
る
と
、
贈
与
交
換
に
触
れ
る
い
く

つ
か
の
文
献
が
あ
る
。

　

①　

 

矢
野
智
司
、『
贈
与
と
交
換
の
教
育
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
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年
）。

　
 　

夏
目
漱
石
や
宮
沢
賢
治
の
作
品
を
分
析
し
て
贈
与
と
交
換
の
意
味
を
正
面

か
ら
教
育
学
に
入
れ
る
試
み
で
あ
る
。
人
間
の
存
在
を
贈
与
と
交
換
概
念
で

捉
え
、
学
校
教
育
に
回
収
さ
れ
な
い
必
要
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
矢
野

の
言
う
「
生
の
技
法
」「
溶
解
探
検
」
は
、
従
来
の
「
出
会
い
」
概
念
と
通

じ
る
も
の
が
あ
り
、
美
術
教
育
で
も
参
考
に
な
る
。

　

 　

本
研
究
は
個
々
の
人
間
の
存
在
の
深
淵
に
関
し
て
は
括
弧
に
入
れ
、
経
済

人
類
学
で
い
う
沈
黙
交
易
や
贈
与
交
換
が
も
つ
社
会
精
神
的
機
能
を
参
照
す

る
。
本
実
践
は
学
校
教
育
へ
の
回
収
で
は
な
く
、
学
校
教
育
の
再
生
を
企
図

す
る
。

②　

白
川
昌
生
『
贈
与
と
し
て
の
美
術
』（
水
声
社
、
二
〇
一
四
年
）。

　

 　

白
川
は
独
立
志
向
の
美
術
家
、
美
術
理
論
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
同
書
は

市
場
経
済
に
組
み
込
ま
れ
な
い
贈
与
と
し
て
の
美
術
を
実
現
す
る
理
論
お
よ

び
実
践
を
考
察
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
実
現
が
一
筋
縄
で
い
か
な
い
こ
と

を
報
告
し
て
い
る
。

③　

 

内
田
樹
・
岡
田
斗
司
夫
『
評
価
と
贈
与
の
経
済
学
』（
徳
間
書
店
、

二
〇
一
三
年
）。

　

 　

内
田
・
岡
田
が
対
談
形
式
で
教
育
問
題
も
含
め
て
か
な
り
示
唆
に
富
む
内

容
を
論
じ
て
い
る
。
内
田
は
他
で
も
、
教
育
は
贈
与
で
あ
る
と
し
て
、
現
今

教
育
の
消
費
・
ビ
ジ
ネ
ス
的
傾
向
を
批
判
し
て
い
る
。
内
田
は
こ
の
沈
黙
交

易
や
贈
与
交
換
の
表
象
は
人
間
的
成
熟
を
促
す
装
置
で
あ
る
と
い
う
現
代
的

意
義
を
提
案
す
る
。
自
分
は
贈
与
す
る
側
で
は
な
く
、
贈
与
さ
れ
る
側
に
あ

る
。
反
対
給
付
（
お
返
し
）
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は

贈
与
者
に
で
は
な
く
別
の
人
に
返
す
。
そ
し
て
、
贈
与
と
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

る
の
か
不
明
な
も
の
で
よ
い
。
交
換
物
の
意
味
で
は
な
く
、
交
換
そ
の
も
の

が
大
事
で
あ
る
。
収
奪
さ
れ
て
い
る
と
思
う
人
は
贈
与
交
換
の
サ
イ
ク
ル
に

入
れ
な
い
。
い
わ
ば
サ
ッ
カ
ー
で
の
パ
ス
で
あ
る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
中
で
人

間
は
成
熟
し
て
い
く
と
す
る
。
矢
野
も
述
べ
て
い
る
が
、
教
育
活
動
の
本
来

の
姿
も
相
手
か
ら
の
見
返
り
を
求
め
な
い
贈
与
交
換
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
沈
黙
交
換
的
な
美
術
教
育
の
実
践
、
そ
し
て
そ
の
概
念
に
よ
る

実
践
の
解
釈
と
美
術
教
育
方
法
論
一
般
へ
の
適
用
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。

 　

３　

問
題
の
所
在
と
方
法

（
1
） 

本
実
践
の
生
動
性
は
、
特
別
支
援
学
校
生
徒
と
大
学
生
の
双
方
に
教
育
的

有
効
性
が
あ
る
と
解
釈
で
き
る
か
。
交
換
さ
れ
る
作
品
過
程
の
写
真
、
関

係
教
員
の
記
述
、
大
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
等
か
ら
検
証
す
る
。

（
2
） 

本
実
践
の
生
動
性
や
意
義
は
沈
黙
交
易
概
念
か
ら
説
明
で
き
る
か
。
沈
黙

交
易
に
類
似
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
沈
黙
交
易
が
も
っ
て
い
た
意
義
も
本

実
践
に
つ
い
て
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

（
3
） 

沈
黙
交
易
や
贈
与
交
換
概
念
が
美
術
教
育
方
法
一
般
に
ま
で
拡
大
適
用
で

き
る
か
。
対
象
実
践
の
意
義
が
沈
黙
交
易
・
贈
与
交
換
の
概
念
を
参
照
し

て
解
明
で
き
れ
ば
、
美
術
教
育
方
法
一
般
に
も
敷
衍
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
。

二　

実
践
の
構
想

　

１　

実
践
対
象
の
学
校
及
び
生
徒
に
つ
い
て

茨
城
県
立
北
茨
城
特
別
支
援
学
校
は
、
茨
城
県
の
県
北
に
位
置
し
、
知
的
障
害



93

五　浦　論　叢　第　23　号

の
生
徒
が
入
学
す
る
。
児
童
生
徒
の
総
数
は
一
三
五
名
（
訪
問
教
育
五
名
を
含

む
）、
内
訳
は
小
学
部
五
〇
名
、
中
学
部
三
六
名
、
高
等
部
四
九
名
で
あ
る
。
児

童
生
徒
の
実
態
は
、
重
度
重
複
障
害
の
た
め
常
時
介
助
が
必
要
な
児
童
生
徒
か

ら
、
外
部
の
中
学
校
か
ら
高
等
部
へ
入
学
し
一
般
企
業
に
就
職
す
る
生
徒
ま
で
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
美
術
活
動
に
関
し
て
も
、
教
材
を
用
い
て
感
触
遊
び
を
す
る
段

階
か
ら
自
分
の
感
じ
た
こ
と
や
思
い
を
描
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
段
階
の
生
徒
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

本
実
践
の
き
っ
か
け
は
、
当
時
の
学
校
教
務
主
任
教
諭
が
大
学
と
の
連
携
を
模

索
し
、
片
口
に
依
頼
し
た
こ
と
に
あ
る
。
連
携
の
目
的
と
し
て
、
学
校
の
図
工
・

美
術
教
育
の
充
実
・
発
展
と
、
教
員
の
意
識
改
善
等
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
実
践
の
対
象
生
徒
に
中
学
部
一
学
生
一
四
名
を
抽
出
し
た
。
中
学
部
は

小
学
部
と
高
等
部
の
間
に
あ
り
、
障
害
の
状
態
が
比
較
的
軽
度
な
生
徒
の
割
合

が
高
く
、
言
葉
に
よ
る
説
明
を
理
解
し
相
手
を
意
識
す
る
こ
と
が
比
較
的
容
易
な

こ
と
か
ら
対
象
と
し
た
。
一
四
名
は
活
動
内
容
に
適
し
た
人
数
と
判
断
し
た
。
た

だ
、
知
的
障
害
は
軽
度
で
も
発
達
障
害
や
場
面
緘
黙
が
あ
る
生
徒
、
家
庭
的
に
問

題
を
抱
え
て
い
る
生
徒
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
生
徒
も
多
い
。

ま
た
、
外
部
の
小
学
校
か
ら
入
学
・
転
入
し
た
生
徒
が
五
分
の
一
い
る
。

　

２　

活
動
の
発
想

そ
れ
ま
で
も
、
特
別
支
援
学
校
で
は
近
隣
の
中
学
校
等
と
の
絵
画
に
よ
る
交
流

活
動
を
行
っ
て
い
た
。
大
き
め
の
模
造
紙
に
特
別
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
が
中
学

生
と
一
緒
に
絵
を
描
く
活
動
で
あ
っ
た
。
一
過
性
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
成

果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
顔
を
合
せ
て
の
活
動
な
の
で
、
遠
慮
や
、
描

写
力
に
対
す
る
劣
等
感
等
が
原
因
で
、
自
由
で
思
い
切
っ
た
表
現
活
動
と
ま
で
は

い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
描
き
合
う
と
い
う
趣
旨
を
発
展
さ
せ
、
互
い
の
存
在
を
知
ら
せ
ず
、

「
魔
法
使
い
」
が
相
手
と
い
う
設
定
に
し
て
、
交
換
し
て
描
き
足
し
て
い
く
と
い
う

方
法
を
考
え
た
。
生
徒
に
は
自
由
な
発
想
と
、
他
者
の
介
入
に
よ
る
逆
説
的
な
自

己
発
見
を
期
待
し
た
。
何
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
自
己
表
現
と
し
て
の
絵
画
活
動
と

は
違
い
、
他
者
と
共
同
で
、
か
つ
時
間
差
を
設
け
る
こ
と
で
、
自
身
に
眠
っ
て
い

た
表
現
力
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
一
方
、「
魔
法
使
い
」
役
を
、

筆
者
が
指
導
し
て
い
る
教
育
学
部
学
生
に
担
当
さ
せ
る
こ
と
で
、
参
加
者
自
身
に

美
術
教
育
及
び
表
現
に
つ
い
て
の
学
習
の
考
察
が
促
さ
れ
る
と
予
想
で
き
た
。

三　

活
動
の
実
際

　

１　

事
前
活
動

（
1
）
準
備
作
業
（
八
月
下
旬
）

　
　

 　

大
学
絵
画
室
で
、
参
加
を
希
望
し
た
大
学
二
年
生
三
名
と
片
口
と
で
木
枠

に
キ
ャ
ン
バ
ス
（
Ｆ
一
五
号
サ
イ
ズ
）
を
張
っ
た
。
そ
の
上
に
、
下
地
材
で

あ
る
白
色
の
ジ
ェ
ッ
ソ
を
塗
り
、対
象
生
徒
分
一
四
枚
を
作
成
し
た
。
後
に
、

「
つ
な
が
る
ボ
ッ
ク
ス
」
と
命
名
し
た
郵
送
用
段
ボ
ー
ル
に
入
れ
、
事
前
説

明
時
に
届
け
た
。

（
2
）
教
員
と
学
生
に
対
す
る
事
前
説
明

　
　

 　

片
口
が
対
象
と
な
る
中
学
部
一
学
年
担
当
の
教
員
七
名
に
、
趣
旨
説
明
を

行
っ
た
。
二
回
交
換
す
る
こ
と
に
し
、
特
に
教
員
間
で
①
か
ら
④
の
意
思
統

一
を
図
っ
た
。

①
生
徒
は
、
感
じ
た
こ
と
や
描
き
た
い
も
の
を
自
由
に
描
く
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②
生
徒
は
気
持
ち
に
任
せ
て
色
を
選
択
し
、
自
ら
の
動
き
で
色
を
塗
る

③
生
徒
は
壊
し
た
り
塗
り
つ
ぶ
し
た
り
し
て
も
よ
い
。

④
教
師
は
、
基
本
的
に
見
守
る
（
最
低
限
の
助
言
に
と
ど
め
る
）

ま
た
、
同
様
に
大
学
の
参
加
学
生
に
も
概
要
を
説
明
し
た
。
基
本
的
に
は
自
由

な
制
作
展
開
を
心
掛
け
さ
せ
る
が
、
交
換
加
筆
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
さ
せ
、
そ
の

後
の
展
開
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た
。
作
業
が
滞
っ
た
場
合
に
は
、
片
口
に
よ
る
ア
ド

バ
イ
ス
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

２　

一
回
目

（
1
）
特
別
支
援
学
校
（
九
月
一
日 

一
三
時
一
五
分
〜
一
四
時
一
五
分
）

　

 　

学
校
中
学
部
一
年
教
室
に
お
い
て
活
動
内
容
の
説
明
を
し
た
。「
つ
な
が

る
ア
ー
ト
の
進
め
方
」「
相
手
は
魔
法
使
い
！
」「
自
由
に
何
で
も
好
き
な
こ

と
を
描
こ
う
」「
白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
の
シ
ミ
や
盛
り
上
が
り
を
よ
く
見
て
描

こ
う
」「
キ
ャ
ン
バ
ス
地
に
描
く
」「
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
使
用
」
等
、
通
常
中

学
部
の
授
業
に
は
出
な
い
教
務
主
任
の
蛭
田
清
子
教
諭
が
授
業
の
主
担
当
と

し
て
説
明
し
た
の
で
、
い
つ
も
の
美
術
と
違
う
と
い
う
雰
囲
気
を
感
じ
た
よ

う
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
相
手
は
魔
法
使
い
」
に
、
わ
く
わ
く
し
た
様
子
が

見
ら
れ
た
。
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
、
思
い
思
い
に
描
き
入
れ
た
。

（
2
）
大
学
（
九
月
第
二
週
〜
中
旬
）

　

 　

大
学
絵
画
室
に
お
い
て
、
学
生
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
作
品
を
受
け

取
っ
た
。
ま
ず
は
自
由
に
描
い
て
く
れ
た
こ
と
で
、
ほ
っ
と
し
た
様
子
で

あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
そ
の
後
の
描
写
展
開
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
に
つ

い
て
、
思
い
悩
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
指
定
期
間
中
に
各
自
の
都
合
の

よ
い
時
間
に
制
作
さ
せ
た
。
描
き
足
す
ま
で
に
少
々
時
間
は
か
か
っ
た
が
、

一
枚
ず
つ
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る
様
子
に
、
学
生
た
ち
も
本
実
践
内
容
を
理

解
し
始
め
た
よ
う
な
印
象
が
あ
っ
た
。
作
品
が
揃
い
次
第
、「
つ
な
が
る
ボ
ッ

ク
ス
」
に
詰
め
、
学
校
へ
送
り
返
し
た
。

　

３　

二
回
目

（
1
）
特
別
支
援
学
校
（
九
月
一
九
日 

一
三
時
一
五
分
〜
一
四
時
一
五
分
）

　

 　

学
校
中
学
部
一
年
教
室
に
お
い
て
、
ま
ず
「
鑑
賞
」
を
行
っ
た
。
生
徒
が

前
回
描
い
た
絵
を
ス
ラ
イ
ド
で
見
た
後
、
戻
っ
て
き
た
絵
を
一
枚
ず
つ
提
示

し
、
全
員
で
そ
の
反
応
を
共
有
し
た
。
そ
の
後
、
戻
っ
て
き
た
自
分
の
絵
に

自
由
に
描
き
加
え
た
（
図
１
）。

　

 　

鑑
賞
で
、
一
枚
ず
つ
示
さ
れ
る
た
び
に
歓
声
が
上
が
り
、「
龍
だ
！
」「
東

京
タ
ワ
ー
だ
！
」
と
発
見
の
言
葉
を
発
し
、
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
。
あ
た

た
か
な
気
持
ち
に
包
ま
れ
た
時
間
だ
っ
た
と
支
援
学
校
教
諭
は
感
じ
た
。

　

 　

生
徒
は
、
戻
っ
て
き
た
自
分
の
絵
を
興
味
深
そ
う
に
、
ま
た
、
恥
ず
か
し

く
て
照
れ
笑
い
を
し
、
あ
る
い
は
嬉
し
そ
う
に
じ
っ
と
、
気
づ
い
た
こ
と
を

一
つ
二
つ
言
葉
に
し
な
が
ら
、
様
々
な
様
子
で
見
て
い
た
。
そ
の
後
の
絵
画

活
動
は
、
一
回
目
よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
始
ま
る
様
子
が
あ
っ
た
。
生
徒
た
ち

は
、
魔
法
使
い
の
加
筆
に
刺
激
を
受
け
、
思
い
が
け
な
い
展
開
の
画
面
を
楽

し
ん
で
い
た
。
加
筆
し
た
魔
法
使
い
を
意
識
し
て
描
け
る
生
徒
は
そ
の
存
在

に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
そ
こ
ま
で
意
識
で
き
な
い
生
徒
は
目
の
前
の
絵
の

変
化
を
楽
し
み
な
が
ら
、
何
か
し
ら
自
分
の
考
え
る
よ
う
に
描
き
加
え
た
。

多
く
の
生
徒
は
交
換
し
て
描
く
こ
と
の
面
白
さ
を
感
じ
て
い
た
。

（
2
）
大
学
（
九
月
下
旬
〜
一
〇
月
上
旬
）

　

 　

大
学
絵
画
室
に
お
い
て
、
学
生
三
名
が
作
品
の
完
成
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
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れ
ぞ
れ
が
悩
み
な
が
ら
も
、少
し
ず
つ
丁
寧
に
時
間
を
か
け
て
描
い
て
い
た
。

前
回
よ
り
は
確
信
を
持
っ
て
臨
め
て
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。
作
者
の
生
徒
た

ち
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
把
握
し
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
一
人

で
複
数
（
四
か
五
作
品
）
担
当
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
た

だ
、
学
生
た
ち
は
将
来
の
図
工
・
美
術
教
師
を
目
指
す
身
で
あ
り
、
作
品
を

完
成
さ
せ
る
苦
労
と
喜
び
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
対
応
で
き
た
と
考
え

る
。
学
生
の
表
現
に
関
す
る
習
熟
度
は
違
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
精
一
杯
の
取

り
組
み
が
で
き
て
い
た
。

　

４　

三
回
目

（
1
）
特
別
支
援
学
校
（
一
〇
月
二
一
日 

一
〇
時
〜
一
〇
時
三
〇
分
）

　

 　

学
校
体
育
館
で
、
ま
ず
戻
っ
て
き
た
作
品
を
鑑
賞
し
た
。
体
育
館
に
並
べ

た
椅
子
の
上
に
作
品
が
置
か
れ
て
あ
る
。
体
育
館
に
入
っ
て
き
た
生
徒
た
ち

は
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
自
身
の
絵
に
駆
け
寄
り
、
歓
声
を
上
げ
て
、
自
分
の
絵

が
ど
う
変
わ
っ
た
か
見
て
い
た
。

　

 　

そ
の
後
、「
魔
法
使
い
と
ご
対
面
」
と
し
て
、
生
徒
一
四
名
と
学
生
三
名

の
顔
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
魔
法
使
い
が
大
学
の
女
子
学
生
だ
っ
た
と
知
っ
て

驚
く
生
徒
達
。「
全
然
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
様
子
が
伺
え
た
。

最
後
に
、「
共
同
作
業
」
と
し
て
、
魔
法
使
い
の
女
子
学
生
と
並
ん
で
キ
ャ

ン
バ
ス
の
裏
に
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
を
書
き
、
記
念
撮
影
を
し
た
。
初
め
て

会
っ
た
の
に
、
絵
を
交
換
し
て
い
た
経
緯
か
ら
か
、
前
か
ら
知
っ
て
い
た
よ

う
な
、
和
や
か
な
雰
囲
気
が
見
ら
れ
た
（
図
２
）。

　

５　

大
学
で
の
展
示
会

茨
城
大
学
附
属
図
書
館
展
示
室
に
一
四
点
の
作
品
を
展
示
し
た
（
二
〇
一
五
年

一
月
六
日
〜
一
一
日
）。
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
よ
る
コ
ン
セ
プ
ト
映
像
も
上
映
し
、

各
作
品
の
変
容
過
程
が
わ
か
る
よ
う
に
し
た
。
一
月
八
日
に
は
、
片
口
と
蛭
田
に

よ
る
解
説
、
茨
城
大
学
教
育
学
部
学
校
教
育
教
室
の
青
柳
路
子
准
教
授
の
コ
メ
ン

ト
を
含
む
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
、
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

四　

実
践
の
成
果
と
教
育
的
可
能
性

　

１　

生
徒

（
１
）
Ｔ
（
男
）
の
事
例

　

 　

生
活
の
様
子
、
絵
画
活
動
の
実
態
、
知
的
障
害
は
中
程
度
の
生
徒
で
あ

る
。
独
特
な
言
動
も
見
ら
れ
る
が
簡
単
な
話
し
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
。
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
人
や
物
の
形
を
お
お
よ
そ

の
形
を
と
ら
え
て
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

 　

Ｔ
の
取
り
組
み
（
表
１
）
は
、
新
た
な
表
現
技
法
の
獲
得
、
絵
画
表
現
力

の
向
上
に
顕
著
に
効
果
が
あ
っ
た
例
と
言
え
る
。
教
諭
が
片
口
の
ア
ド
バ
イ

ス
「
白
色
を
よ
く
見
る
」
を
伝
え
る
と
効
果
的
に
吸
収
し
た
。「
魔
法
使
い

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
隠
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」「
盛
り
上
が
っ
て
い

る
と
こ
ろ
や
シ
ミ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
よ
く
見
て
」
と
い
う
同

様
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
対
し
て
も
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
じ
っ
と
見
入
り
、
見
え
た

線
を
な
ぞ
る
よ
う
に
黄
色
い
線
を
引
い
て
い
た
。
絵
が
戻
っ
た
時
に
は
、
絵

や
線
の
様
相
に
興
味
を
持
ち
嬉
し
そ
う
に
じ
っ
と
見
た
。
そ
れ
ら
に
触
発
さ

れ
青
い
線
等
を
描
き
足
し
た
。
幾
何
学
的
な
線
や
模
様
が
主
体
に
な
っ
た
作
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品
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
Ｔ
が
独
自
で
描
い
た
線
が
も
と
に
な
っ
た
。
生

徒
自
身
に
と
っ
て
新
し
い
様
式
と
技
法
の
獲
得
と
な
っ
た
。
生
徒
の
描
く
喜

び
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
え
る
。

（
2
）
Ｎ
（
女
）
の
事
例

　

 　

知
的
障
害
は
軽
度
で
あ
り
、
言
葉
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る

が
、
声
は
か
細
く
自
信
の
な
い
様
子
の
生
徒
で
あ
る
。
四
月
に
小
学
校
か
ら

入
学
。
家
庭
的
に
複
雑
な
面
が
あ
り
、
家
で
は
居
場
所
が
な
い
様
子
。
黙
っ

て
家
を
出
た
り
、
は
さ
み
で
服
を
刻
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
中
学
部
入

学
当
時
は
絵
を
描
く
こ
と
が
苦
手
で
、
写
真
を
脇
に
お
い
て
描
く
際
も
、
色

の
選
択
、
塗
り
方
な
ど
、
一
つ
一
つ
教
員
の
指
示
無
し
に
は
進
め
ら
れ
な
い

様
子
で
あ
っ
た
。

　

 　

最
初
の
回
で
絵
を
描
い
た
時
に
は
何
を
描
こ
う
か
と
戸
惑
っ
て
い
る
様
子

も
あ
っ
た
が
、
戻
っ
て
き
た
絵
に
と
て
も
喜
び
、
加
筆
者
に
つ
い
て
楽
し
そ

う
に
話
し
て
描
き
、
次
の
回
を
待
つ
様
子
が
見
ら
れ
た
。
二
回
目
に
は
同
じ

モ
チ
ー
フ
の
色
違
い
で
あ
る
花
を
描
き
加
え
た
。
一
回
目
に
描
い
た
も
の
に

自
信
を
得
た
こ
と
で
、
少
し
変
化
を
つ
け
よ
う
と
工
夫
し
た
様
子
が
見
受
け

ら
れ
る
（
表
2
）。

　

 　

一
一
月
に
特
別
支
援
学
校
で
の
美
術
の
通
常
授
業
で
実
施
し
た
「
題
材

『
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
品
』」
で
は
、「
つ
な
が
る
ア
ー
ト
」
で
描
い
た
モ
チ
ー
フ

と
同
じ
よ
う
な
花
の
絵
を
中
心
に
し
て
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、
自
分
か
ら
活

動
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
一
つ
一
つ
確
認
、
相

談
し
な
い
と
描
け
な
か
っ
た
一
学
期
の
様
子
か
ら
大
き
く
変
化
し
た
。
つ
ま

り
、
Ｎ
は
取
り
組
み
に
よ
り
、
絵
画
活
動
に
お
け
る
主
題
を
発
見
し
た
と
い

え
る
。

表 1　Ｔ（男）の変容過程と学生Ｙの記述

交換
回数

生徒Ｔの
活動の様子

生徒 Tの描いた絵
大学生 Cが
描き加えた絵

大学生Ｙの記述

一
回
目

教師のアドバイス
をよく聞き、キャ
ンバスをよく見つ
める。白い絵の具
の盛り上がりやう
す黒いしみのよう
なものを見つけて
なぞり線を引いた
り面を染めたりし
た。

上のかまぼこ型のも
のがメーターに見え
たので、上に目っぽ
いのを描き、ロボッ
トのようなものを思
いついたので、それ
に合わせてひたすら
線を描いて機械のよ
うな感じを出して送
りました。

二
回
目

嬉しそうにじっと
絵を見ていた。微
笑みながら「信
号みたい」「会社、
時計の針」と感想
を言った。群青色
の線など、自由に
無心な様子で線を
描き入れていた。

私の線に合わせてさ
らにたくさんの線
が描かれていたり、
メーターのメモリの
付け足してくれたり
と、こんなにも反応
してくれて描いてく
れたんだととても嬉
しかったです。
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（
3
） 

Ｍ
（
男
）
の
事
例

　

 　

知
的
障
害
は
軽
度
で
あ
る
が
、
場
面
緘
黙
が
あ
り
、
学
校
で
は
決
し
て
話

を
し
な
い
生
徒
で
あ
る
。
自
分
か
ら
意
思
や
気
持
ち
を
表
す
こ
と
は
な
く
、

描
画
も
教
師
の
言
葉
か
け
に
促
さ
れ
て
行
う
こ
と
が
多
い
。
実
際
、
授
業
の

活
動
中
一
言
も
話
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
絵
の
交
換
に
十
分
な
達

成
感
や
満
足
感
が
あ
っ
た
様
子
が
伺
え
た
（
表
3
）。
二
回
目
に
戻
っ
て
き

た
絵
を
初
め
て
じ
っ
と
見
つ
め
る
Ｍ
の
様
子
か
ら
、
必
死
に
こ
ら
え
て
い
た

が
、
驚
き
や
嬉
し
さ
で
満
ち
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。
戻
っ

て
き
た
絵
に
塗
り
絵
の
よ
う
な
枠
線
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
二
回
目
の
活
動

が
、
自
分
か
ら
表
現
し
な
い
Ｍ
が
無
理
な
く
活
動
で
き
た
要
因
と
な
っ
た
。

枠
内
を
枠
線
と
同
色
で
塗
る
活
動
に
は
、
自
己
主
張
の
要
素
が
弱
く
、
安
心

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。
Ｍ
が
相
手
の
提
案
に
素
直
に
従
う

気
持
ち
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｍ
の
自
己
肯
定
感
の
高

ま
り
に
よ
っ
て
、
魔
法
使
い
の
描
い
た
絵
に
色
を
塗
っ
て
返
事
を
し
た
い
、

気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
い
う
意
欲
が
引
き
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

２　

学
生

（
1
）
学
生
Ｙ
（
生
徒
Ｔ
、
Ｍ
を
対
応
）
の
レ
ポ
ー
ト
（
抜
粋
）

　
 　

「
今
回
の
つ
な
が
る
ア
ー
ト
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
普
段
の
授
業
な
ど
で

は
経
験
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
企

画
を
聞
い
た
時
、
今
ま
で
に
そ
う
い
う
こ
と
を
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
の

で
、
楽
し
そ
う
！
面
白
そ
う
！
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
相
手
が
ど

う
反
応
し
て
く
れ
る
か
と
い
う
の
を
実
際
に
は
見
な
い
で
や
る
と
い
う
こ
と

表 2　Ｎ（女）の変容過程と学生 Iの記述

交換
回数

生徒Ｎの
活動の様子

生徒 Nの描いた絵
大学生 Iが
描き加えた絵

大学生Ｉの記述

一
回
目

初めはすこし悩ん
でいたが、教師に
何を描きたいか聞
かれ「花を描く」
と答え、褒められ
ると描き始めた。

花が描かれていたの
で、絵の具を紙に塗
り、それをちぎって
葉の形にして貼りま
した。それだけだと
寂しいのでウサギを
描きました。喜んで
くれるとよいなと思
いました。

二
回
目

ウサギと花が描
かれている。「う
わー、すごいね。」
と喜び、前回描い
た花と同じモチ―
フで青い花を描き
入れる。

青い花と空が加えら
れていたので、空白
部を青で塗って完
成した感じにしま
した。後にこの子は
いつも、この花の形
しか描かないと聞い
て、この子の気持ち
の不思議さに思いを
馳せました。
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だ
っ
た
の
で
、
ど
ん
な
風
に
描
い
た
ら
喜
ん
で
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
も
っ

と
た
く
さ
ん
描
き
た
く
な
る
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と

不
安
の
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。

　

 　

一
回
目
に
私
が
描
き
加
え
る
時
も
ひ
た
す
ら
こ
れ
で
い
い
の
か
と
不
安
に

思
い
つ
つ
も
描
い
て
い
た
の
で
す
が
、
二
回
目
に
絵
が
帰
っ
て
き
た
と
き
に

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
反
応
し
て
描
い
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
で
よ
か
っ
た

ん
だ
な
ぁ
と
安
心
し
、
描
い
て
く
れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
で
、
よ
う
や
く
自
信
が
つ
い
て
き
た
の
か
、
二
回
目
は
思
い
っ
き
り
描

け
ま
し
た
。
こ
う
い
う
風
に
絵
の
描
き
あ
い
を
し
て
い
る
と
、
な
ん
だ
か
絵

の
文
通
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
お
互
い
の
こ
と
を
知
ら
ず

に
た
だ
ひ
た
す
ら
絵
だ
け
で
話
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
、
け
れ
ど
も
相

手
が
ど
う
い
う
子
な
の
か
、
ど
ん
な
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
が
だ

ん
だ
ん
伝
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
は
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
が
無
か
っ
た
の
で
、
私
自
身
も
不
思
議
な
気
持
ち
の
ま
ま
描
い
て

い
ま
し
た
。
絵
だ
け
で
も
会
話
を
し
た
り
自
分
の
こ
と
や
相
手
の
こ
と
を
伝

え
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
な
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

 　

私
は
四
枚
描
か
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
っ
て
、

描
き
が
い
の
あ
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。（
中
略
） 

　
 　

次
に
黄
色
い
線
が
描
か
れ
て
い
て
、地
図
の
よ
う
な
絵
に
と
り
か
か
っ
て
、

上
の
か
ま
ぼ
こ
型
の
も
の
が
メ
ー
タ
ー
に
見
え
た
の
で
、
上
に
目
っ
ぽ
い
の

を
描
き
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の
を
思
い
つ
い
た
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
ひ
た
す
ら
線
を
描
い
て
機
械
の
よ
う
な
感
じ
を
出
し
て
送
り
ま
し
た
。
自

分
の
好
き
な
よ
う
に
や
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ど
ん
な
の
が
帰
っ
て
く
る
の

だ
ろ
う
と
ど
き
ど
き
し
て
い
ま
し
た
が
、
見
て
み
る
と
私
の
線
に
合
わ
せ
て

表 3　M（男）の変容過程と学生Ｙの記述

交換
回数

生徒Ｍの
活動の様子

生徒Mの描いた絵
大学生 Cが
描き加えた絵

大学生Ｙの記述

一
回
目

何を描いても
よいというと
逆に迷い、し
ばらく描けず
にいた。教師
の「自分の顔
を描いてみ
る？」との声
かけにより、
キャンバスの
左上方に顔を
描いた。

男の子の顔だなと思い、
その子に友達を隣に描い
てあげようと思い、女の
子を描きました。男の子
…に合わせて笑顔に描き
ました。…物足りない感
じだったので、体を描き、
周りを様々な色で塗って
みることにしました。服
の輪郭だけを描き、きっ
と色をのせてくれるだろ
うと思いそのままにして
送りました。

二
回
目

絵を見た時、
表情を変えま
いと平静を保
つ様子があっ
た が、 じ っ
と見入る目や
口の微妙な動
きから、驚き
や嬉しい気持
ちが推測され
た。

帰ってきたのを見ると、
服に色が塗られていて、
私のに合わせてくれたん
だと嬉しく思いました。
周りにさらにお友達を増
やそうと思い、動物をた
くさん描いて仕上げまし
た。
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さ
ら
に
た
く
さ
ん
の
線
が
描
か
れ
て
い
た
り
、
メ
ー
タ
ー
の
メ
モ
リ
を
付
け

足
し
て
く
れ
た
り
と
、
こ
ん
な
に
も
反
応
し
て
描
い
て
く
れ
た
ん
だ
と
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
私
の
こ
と
を
分
か
っ
て
描
い
て
く
れ
た
よ
う
な
感

じ
が
し
ま
し
た
。
描
い
て
く
れ
た
線
か
ら
手
や
輪
郭
を
作
り
、
色
を
塗
っ
て

い
ろ
ん
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
出
て
く
る
よ
う
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

 　

そ
し
て
、
最
後
に
顔
が
描
か
れ
て
い
る
絵
に
手
を
加
え
た
の
で
す
が
、
男

の
子
の
顔
だ
な
と
思
い
、
そ
の
子
に
友
達
を
隣
に
描
い
て
あ
げ
よ
う
と
、
女

の
子
を
描
き
ま
し
た
。
男
の
子
の
絵
が
す
ご
く
笑
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
笑
顔
に
描
き
ま
し
た
。
さ
す
が
に
顔
だ
け
で
は
物
足
り
な
い
感

じ
だ
っ
た
の
で
、
体
を
描
き
、
周
り
を
様
々
な
色
で
塗
っ
て
み
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
服
の
輪
郭
だ
け
を
描
き
、
き
っ
と
色
を
の
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

思
い
そ
の
ま
ま
に
し
て
送
り
ま
し
た
。
帰
っ
て
き
た
の
を
見
る
と
、
服
に
色

が
塗
ら
れ
て
い
て
、
私
の
絵
に
合
わ
せ
て
く
れ
た
ん
だ
と
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
周
り
に
さ
ら
に
お
友
達
を
増
や
そ
う
と
思
い
、
動
物
を
た
く
さ
ん
描
い

て
仕
上
げ
ま
し
た
。
後
か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、
こ
の
絵
を
描
い
た
子
は
描

く
の
が
苦
手
で
、
悩
ん
だ
末
に
似
顔
絵
を
描
い
て
く
れ
て
、
そ
れ
に
私
が
女

の
子
を
描
い
た
り
背
景
に
色
を
塗
っ
た
り
し
て
、
そ
れ
を
見
た
時
、
本
当
に

嬉
し
そ
う
に
し
て
い
た
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
私
が
描
い
た
も
の
は
間
違
い

じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
な
と
と
て
も
安
心
し
て
、
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
て
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
私
も
誰
か
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

 　

今
回
の
つ
な
が
る
ア
ー
ト
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
私
自
身
も
絵
を
描

く
と
き
の
想
い
や
何
の
た
め
に
描
く
の
か
と
い
う
意
識
が
変
わ
り
、
こ
れ
か

ら
ど
う
い
う
も
の
を
作
り
た
い
か
が
見
え
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
自

分
の
成
長
に
と
て
も
大
き
く
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
機

会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
。（
一
部
表
記
改
）」

　

３　

教
育
的
可
能
性
の
考
察

（
1
）
生
徒
と
大
学
生

　

 　

教
育
学
部
美
術
科
の
学
生
は
、
生
徒
理
解
や
接
し
方
に
お
い
て
あ
る
程
度

の
姿
勢
が
で
き
て
い
た
と
い
え
る
。「
つ
な
が
る
ア
ー
ト
」
で
も
、
学
生
が

教
師
志
望
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
生
徒
の
絵
を
受
け
入
れ
、
生
か
し
、
喜
ば

せ
た
い
気
持
ち
で
描
い
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
生
徒
に
も
伝
わ
り
、
生
徒
た
ち

の
「
自
分
の
絵
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
大
事
に
さ
れ
た
」
と
い
う
満
足
感
と
、

「
予
想
以
上
の
上
手
な
絵
に
な
っ
て
戻
っ
て
き
た
」
こ
と
で
、「
自
己
肯
定
感

の
高
ま
り
」
や
「
や
り
と
り
し
た
達
成
感
」
が
促
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

　

 　

一
方
、
大
学
生
に
と
っ
て
も
良
い
機
会
で
あ
っ
た
。「
つ
な
が
る
ア
ー
ト
」

は
三
名
の
学
生
で
実
施
し
た
た
め
、
一
人
が
四
〜
五
名
の
生
徒
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
、
負
担
は
大
き
か
っ
た
が
、
生
徒
一
人
一
人
に
よ
っ
て
違
い
が

あ
る
こ
と
を
よ
く
実
感
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
点
で

と
て
も
思
考
し
た
体
験
に
な
っ
た
。
一
人
一
人
の
個
性
や
特
性
に
応
じ
て
描

き
方
や
絵
の
内
容
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
の
ど
の

教
育
現
場
で
も
大
切
な
要
素
と
な
る
。
一
四
名
の
生
徒
に
一
四
名
の
大
学
生

で
担
当
し
た
な
ら
ば
、
経
験
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

（
2
）
教
員
の
意
識
改
善

　

 　

全
体
を
通
し
、
特
別
支
援
学
校
担
当
教
員
に
は「
生
徒
の
気
持
ち
に
任
せ
、
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教
員
が
誘
導
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
見
守
る
」
こ
と
に
意
識
し
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
た
。
通
常
の
美
術
活
動
よ
り
も
教
員
か
ら
の
支
援
が
少
な
く

な
っ
た
た
め
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
迷
う
生
徒
や
、
自
分
か
ら
描
き
始
め
る

こ
と
に
難
し
さ
が
あ
っ
た
生
徒
も
い
た
が
、
最
少
の
言
葉
か
け
に
止
め
、
受

け
入
れ
見
守
る
よ
う
に
対
応
す
る
と
、
生
徒
の
作
品
や
そ
の
表
情
に
も
通
常

に
な
い
反
応
が
見
受
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
重
度
重
複
の
障
害
の
あ
る
生

徒
に
対
し
て
の
支
援
法
に
関
し
て
も
、
な
る
べ
く
本
人
の
動
き
で
活
動
で

き
る
支
援
の
仕
方
を
検
討
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
い
か
に
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
形

を
整
え
よ
う
と
促
し
、
言
葉
か
け
等
で
誘
導
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
、
無

意
識
に
支
援
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
察
す
る
良
い
機
会
に
な
っ

た
。

　

 　

例
え
ば
、
生
徒
が
制
作
過
程
に
あ
っ
た
絵
を
塗
り
潰
そ
う
と
し
た
。
当
然

の
よ
う
に
制
止
し
よ
う
と
し
た
が
、
遅
か
っ
た
。
し
か
し
、
大
学
か
ら
戻
っ

て
き
た
絵
は
塗
り
つ
ぶ
し
た
部
分
を
生
か
し
た
面
白
い
絵
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
新
し
い
表
現
が
生
ま
れ
る
可
能
性
は
無
限
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
生
徒
か
ら
出
て
き
た
表
現
を
教
員
側
の
意
図

で
無
理
に
誘
導
し
制
止
せ
ず
、
生
徒
が
心
地
よ
い
状
態
で
描
け
る
よ
う
に
支

援
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
い
え
る
。

五　

沈
黙
交
易
・
贈
与
交
換
と
本
実
践
の
意
義

　

１　

沈
黙
交
易
・
贈
与
交
換
に
つ
い
て

日
本
民
族
学
の
建
設
者
で
あ
っ
た
岡
正
雄
は
、
一
九
二
八
年
に
異
人
と
の
「
無

言
貿
易
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

　

 「
自
分
の
属
す
る
社
会
以
外
の
者
を
異
人
視
し
て
様
々
な
呼
称
を
与
え
、
畏

敬
と
侮
蔑
と
の
混
合
し
た
心
態
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
表
象
し
、
こ
れ
に
接
す

る
こ
と
は
、
吾
が
国
民
間
伝
承
に
極
め
て
豊
富
に
見
受
け
ら
れ
る
事
実
で
あ

る
（
２
）
」

　
 「

市
に
山
人
、
異
人
、
山
姥
、
鬼
が
出
現
し
、
何
程
か
の
市
行
事
の
構
成
に

参
ず
る
と
い
う
事
。
つ
ま
り
交
易
の
相
手
た
る
『
異
人
』
の
問
題
が
考
え
ら

れ
る
。
／
交
換
行
為
に
し
て
、
両
者
の
側
に
な
ん
ら
の
経
済
的
利
益
を
も
た

ら
さ
ぬ
も
の
あ
る
事
。
交
換
は
功
利
的
に
の
み
解
釈
し
得
な
い
こ
と
を
認
め

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
３
）
。」

異
人
と
の
沈
黙
交
易
は
経
済
的
利
益
と
い
う
功
利
的
目
的
か
ら
で
は
な
く
、
神

図 1　生徒が制作に取り組む様子

図 2　対面後の記念撮影
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話
的
・
宗
教
的
・
行
事
的
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
集
落
民
に
時
間
や
空
間
の

表
象
を
与
え
、
活
性
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
グ
リ
ァ
ス
ン
（
４
）

や
栗
本
慎
一
郎
は
平

和
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
い
る
。
栗
本
は
言
う
。　

　

 「
平
和
と
い
う
産
物
を
そ
れ
ぞ
れ
が
計
算
に
入
れ
て
、
交
渉
す
な
わ
ち
交
易

の
可
否
を
考
え
る
の
で
あ
る
（
５
）

」

そ
し
て
モ
ー
ス
が
言
う
よ
う
な
、
相
互
に
接
触
す
る
贈
与
交
換
へ
変
化
し
て

い
っ
た
。
そ
こ
で
も
、
交
換
そ
の
も
の
が
目
的
で
あ
る
。
交
換
さ
れ
た
物
が
客
観

的
に
等
価
か
ど
う
か
は
問
題
で
は
な
く
、
主
観
的
に
反
対
給
付
義
務
、
す
な
わ
ち

俗
に
言
う
「
お
返
し
」
が
果
た
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
（
６
）

。
日
本
の
室
町
時
代
も
反
対

給
付
の
義
務
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
贈
与
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
７
）

。

　

２　

沈
黙
交
易
概
念
と
本
実
践
の
意
義

沈
黙
交
易
の
重
要
な
性
格
を
、
要
素
に
分
解
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

（
1
）
異
質
集
団
と
の
交
換
で
あ
る
。

（
2
）
相
互
に
接
触
し
な
い
交
換
で
あ
る
。

（
3
） 

物
の
交
換
よ
り
、
異
質
集
団
と
の
交
換
そ
の
も
の
が
目
的
で
あ
る
。
存
在

証
明
的
・
宗
教
的
・
精
神
的
行
為
で
あ
る
。

（
4
） 

交
換
さ
れ
る
も
の
は
日
常
生
活
に
必
要
な
も
の
で
は
な
く
、
祭
儀
・
行
事

に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。　

（
5
） 

市
場
で
の
交
換
よ
り
、
ず
っ
と
時
間
が
か
か
る
。

本
実
践
が
こ
れ
ら
要
素
に
対
応
す
る
か
検
討
し
て
み
よ
う
。

（
1
） 

生
徒
・
学
生
双
方
に
と
っ
て
相
手
が
異
質
な
集
団
で
あ
っ
た
。
し
か
も
生

徒
た
ち
に
相
手
は
「
魔
法
使
い
」
で
あ
る
と
知
ら
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
障

害
者
は
、
前
近
代
ま
で
「
神
の
お
使
い
」
と
表
象
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ

た
。
現
在
で
も
人
々
の
無
意
識
に
も
似
た
要
素
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

（
2
） 

本
実
践
は
郵
送
を
介
し
た
交
換
で
あ
り
、
最
後
の
顔
合
わ
せ
ま
で
具
体
的

姿
を
見
せ
て
い
な
い
。
郵
送
も
遠
く
異
界
か
ら
や
っ
て
く
る
感
じ
を
強
め

て
い
る
。

（
3
） 

本
実
践
は
日
常
的
な
教
育
の
一
環
で
は
な
い
。
そ
し
て
最
後
の
顔
合
わ
せ

が
一
種
の
祝
祭
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
た
。

（
4
） 

交
換
さ
れ
た
の
は
絵
画
で
あ
り
、
実
用
品
で
は
な
い
。

（
5
） 

郵
送
は
原
則
的
に
翌
日
配
達
で
あ
る
。
そ
れ
に
描
く
時
間
と
発
送
や
開
封

作
業
を
加
え
る
と
少
な
く
と
も
数
日
は
か
か
る
。
こ
れ
も
異
質
集
団
と
の

交
換
で
あ
る
感
覚
を
強
め
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
実
践
は
沈
黙
交
易
と
要
素
が
酷
似
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
似

て
い
る
か
ら
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
現
代
の
我
々
に
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

る
意
義
、
普
通
の
美
術
教
育
的
思
考
と
は
対
照
的
な
意
義
を
開
示
し
て
い
る
と
言

え
る
。
学
校
教
育
は
計
画
的
形
成
で
あ
り
等
質
集
団
を
対
象
と
し
て
組
織
す
る
。

そ
れ
は
合
理
的
・
効
率
的
で
は
あ
る
が
、
異
質
集
団
と
の
接
触
が
も
つ
教
育
力
を

排
除
し
て
い
る
。
ま
た
、
美
術
を
自
己
表
現
と
す
る
考
え
か
ら
は
、
異
界
の
者
で

あ
っ
て
も
他
者
が
そ
こ
に
手
を
加
え
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
そ
も
そ
も
自
己
表

現
論
に
は
異
界
は
存
在
し
な
い
。
特
別
支
援
学
校
生
徒
と
学
生
双
方
の
生
動
性

は
、
や
は
り
異
質
集
団
と
の
美
術
作
品
の
非
接
触
的
交
換
に
由
来
す
る
と
判
断
す

る
。

　

３　

沈
黙
交
易
や
贈
与
交
換
概
念
と
美
術
教
育
方
法

贈
与
交
換
概
念
の
美
術
教
育
方
法
論
一
般
へ
の
適
用
可
能
性
を
検
討
す
る
。

（
1
）  

ま
ず
学
級
に
様
々
な
個
性
の
児
童
生
徒
が
い
る
と
は
い
え
、
他
学
年
、
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他
校
、
他
校
種
、
他
種
組
織
、
成
人
、
他
文
化
か
ら
見
れ
ば
一
つ
の
均

質
集
団
で
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
内
部
で
の
同
調
圧
力
も
強
い
。
そ
の

中
で
の
自
己
表
現
に
は
大
差
が
な
く
限
界
も
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
教

育
に
お
け
る
異
質
集
団
の
交
換
に
よ
り
教
育
的
可
能
性
が
あ
る
。
例
え

ば
、
異
学
年
、
異
校
種
、
成
人
組
織
、
外
国
人
と
の
交
換
は
、
緊
張
感

が
あ
り
、
生
動
性
を
も
た
ら
す
。

（
2
） 

美
術
教
育
方
法
論
一
般
で
の
非
接
触
交
換
は
難
し
い
。
た
だ
、
教
育
内
容

と
し
て
美
術
は
教
師
を
介
し
て
遠
く
か
ら
や
っ
て
来
る
文
化
で
も
あ
る
。

（
3
） 

美
術
作
品
は
個
人
の
表
現
で
あ
る
と
同
時
に
所
属
集
団
の
表
現
と
し
て
の

性
格
も
あ
る
。
そ
れ
は
異
集
団
に
対
し
て
表
現
の
意
味
内
容
の
正
確
な
伝

達
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
よ
り
、
異
質
感
覚
の
交
換
、
つ
ま
り

メ
ッ
セ
ー
ジ
以
上
の
謎
や
感
情
を
含
ん
だ
交
換
を
要
求
す
る
。

（
4
） 

あ
る
集
団
に
属
す
る
美
術
は
異
集
団
に
と
っ
て
は
、
不
思
議
な
贈
与
物
で

あ
り
、
実
用
と
は
関
係
な
い
。

（
5
） 

贈
与
物
と
し
て
の
美
術
は
、
謎
の
部
分
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
が
必
要
で

あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
的
に
反
射
的
な
反
応
で
は
想
像
力
の
働
く
余
裕
が
な

い
。
贈
与
と
お
返
し
の
あ
い
だ
に
時
間
差
が
必
要
と
な
る
。

以
上
か
ら
、
美
術
表
現
は
先
人
や
異
人
か
ら
の
贈
与
（
文
化
）
に
対
し
て
、
新

た
な
要
素
を
付
加
し
た
返
礼
と
し
て
の
贈
与
の
制
作
で
あ
る
。
鑑
賞
は
他
集
団
か

ら
の
贈
与
物
と
し
て
の
美
術
（
文
化
）
に
返
礼
と
し
て
新
た
な
意
味
・
価
値
を
解

明
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て 

美
術
教

育
方
法
論
に
お
け
る
、
個
別
的
自
己
表
現
や
鑑
賞
の
偏
重
を
回
避
で
き
る
。
贈
与

交
換
論
は
例
え
ば
「
集
団
で
意
味
生
成
す
る
」
鑑
賞
教
育
論
、
す
な
わ
ち
美
術
作

品
の
意
味
は
自
分
た
ち
が
決
め
る
と
い
う
自
己
基
点
的
考
え
と
逆
方
向
に
な
る
。

贈
与
交
換
か
ら
す
る
と
、
表
現
も
鑑
賞
も
先
人
や
異
人
と
い
っ
た
異
質
集
団
の
贈

与
（
文
化
）
と
な
る
。
し
か
も
個
人
は
単
な
る
文
化
習
得
だ
け
を
す
る
の
で
は
な

く
、
返
礼
と
し
て
新
要
素
を
付
加
し
た
表
現
や
鑑
賞
も
す
る
。
従
来
の
美
術
教
育

方
法
論
で
は
、
個
人
の
自
己
表
現
論
に
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
教
師
や
文
化
、
社

会
と
い
っ
た
要
素
を
復
活
で
き
る
。

こ
の
贈
与
交
換
概
念
に
基
づ
く
美
術
教
育
方
法
論
は
、
新
し
い
可
能
性
を
も
つ

も
の
で
は
あ
る
が
、
教
育
の
あ
り
の
ま
ま
を
説
明
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

六　

結　

論

問
題
の
所
在
に
対
応
し
て
以
下
の
よ
う
な
結
論
を
得
た
。

　

１　

対
象
実
践
の
教
育
的
意
義

対
象
実
践
は
特
別
支
援
学
校
生
徒
と
大
学
生
の
双
方
に
と
っ
て
生
動
的
で
あ
り

教
育
的
有
効
性
も
あ
っ
た
。
教
育
的
有
効
性
は
作
品
過
程
の
写
真
、
関
係
教
員
の

記
述
、
大
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
等
か
ら
確
認
で
き
る
。

　

２　

対
象
実
践
と
沈
黙
交
易
と
の
類
同
性

対
象
実
践
は
沈
黙
交
易
と
酷
似
し
、
沈
黙
交
易
が
持
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
以
下

の
よ
う
な
性
格
と
意
義
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

（
1
）
異
質
な
集
団
と
の
交
換
。（
2
）
郵
送
を
介
し
た
非
接
触
交
換
。（
3
）

日
常
的
な
教
育
の
一
環
で
は
な
い
。
最
後
の
顔
合
わ
せ
が
祝
祭
の
よ
う
な
性
格
を

も
つ
。（
4
）
交
換
さ
れ
た
の
は
絵
画
で
あ
り
、
実
用
品
で
は
な
い
。（
5
）
異
質

集
団
と
の
交
換
で
あ
る
感
覚
を
強
め
る
時
間
差
の
あ
る
交
換
。
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３　

沈
黙
交
易
・
贈
与
交
換
と
美
術
教
育
方
法
論

沈
黙
交
易
や
贈
与
交
換
概
念
を
美
術
教
育
方
法
論
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
以
下

の
よ
う
な
新
た
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
1
） 

美
術
は
自
己
表
現
と
い
う
よ
り
異
質
集
団
（
先
人
、
異
人
）
か
ら
贈
与
さ

れ
た
文
化
で
あ
り
、
表
現
・
鑑
賞
が
新
た
な
要
素
を
付
加
し
て
返
礼
と
し

て
為
さ
れ
る
。
し
か
も
贈
与
交
換
は
意
味
内
容
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
の
交
換

＝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
。

（
2
） 

従
来
の
美
術
教
育
方
法
論
で
は
、
個
人
の
自
己
表
現
論
に
隠
れ
て
し
ま
っ

て
い
た
教
師
や
文
化
、
社
会
と
い
っ
た
要
素
を
復
活
で
き
る
。
こ
の
よ
う

に
理
論
と
し
て
新
た
な
可
能
性
を
も
つ
も
の
で
は
あ
る
が
、
教
育
の
あ
り

の
ま
ま
を
説
明
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

註（
1
） 

片
口
直
樹
・
蛭
田
清
子
「
美
術
科
と
特
別
支
援
学
校
に
よ
る
連
携
の
試
み

―

絵
画
を
軸
と
し
た
芸
術
体
験
「
レ
イ
ン
ボ
ー
ミ
ラ
ク
ルfor
チ
ャ
レ
ン

ジ
ド
」
の
実
践
を
通
し
て―

」『
茨
城
大
学
教
育
実
践
研
究
』
第
三
四
号
、

二
〇
一
五
年
、
二
五
〜
三
九
頁
。 

（
2
） 

岡
正
雄
、「
異
人
そ
の
他
」『
岡
正
雄
論
文
集　

異
人
そ
の
他
』（
岩
波
文

庫
、
一
九
四
四
年
）
一
〇
六
頁
、（
初
出
は
、『
民
族
』
第
三
巻
第
六
号
、

一
九
二
八
年
）

（
3
） 

岡
正
雄
、 

前
掲
書
、
八
〇
頁
。

（
4
） 

グ
リ
ァ
ス
ン
『
沈
黙
交
易
』（ 

ハ
ー
ベ
ス
ト
社
、
一
九
七
七
年
。
原
著
は

一
九
〇
三
年
発
行
。

（
5
） 

栗
本
慎
一
郎
、『
経
済
人
類
学
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
三
年
） 

一
四
三
頁
。
東
洋
経
済
新
報
社
版
は
一
九
七
九
年
発
行
。

（
6
） 

モ
ー
ス
『
贈
与
論
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
7
） 

桜
井
英
治
『
贈
与
の
歴
史
学
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
一
年
）。
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